
般
若

の
室
を
論
じ
て
繹
宗

の
般
若
観

に
及
ぶ伊

藤

古

鑑

一

塞

と

云

ふ
言
葉

に
は

非

常

に
澤

山

な

意

味

が

あ

る
。

塞

無

、

塞
虚

、

塞

寂

、

塞

離

、

塞

浮

と

も
熟

字

し
、
或

は
無

、

不

、

非

、

非

有

等

の
義

が

あ

つ
て
、

そ

の
間

に
多

少

の
意

味

に
異

る

に
し

て
も

、

大

膿

に
於

て
、

各

宗

そ

の
敏

義

の

幾

分

か

は

必

ら

す

塞

の
研

究

を

説

か
な

い
も

の
は

な

い
や

う

で
あ

る
。

帥

ち

教

義

上

か

ら

云

へ
ば

、

倶

舎

に
於

て
説

く

我

塞

読

を

出

磯

黙

と

し

て
、

唯

識

に
は

人

塞

、

法

塞

を

明

し

、

三
論

に

於

て
は

特

に
塞

を

詳

細

に
説

明

し

、

…進

ん

で

天
台

に
は

三
観

中

の
最

初

に
歎

へ
て
、
析

室

、

膿

塞

の
原

理

を

説

き

、

更

に

別

教

の
塞

、

圓

敏

の
塞

を

巧

み

に
説

い

て
、

一
面

よ

り

云

へ
ば

、

天
台

は

塞

の
内

容

を

充

實

し

て
説

い

た

も

の

～
や

う

な

観

が

あ

る
。

華

嚴

も

亦

然

り

で
、

塞

の
内

容

を

充

實

し

て
巧

み

に
室

の
無

擬

を

力

説

し

て
居

る

こ
と

は

言

ふ
ま

で
も
な

い
こ

と

で
あ

る
。

眞

言

に

至

つ
て

は

更

に
阿

字

の
否

定

的

意

義

を

用

ひ

て
、

無

不
非

の
字

相

、
有

塞

不
生

の
字

義

を

明

し

て
、

阿

字

諸

法

本

不

生

際

の
深

理

を

詮

顯

し

て
、

共

に
塞

の
巧

妙

な

る
説

明

を

加

へ
て
居

る

こ
と

は

論

を

侯

た

ぬ
と

こ
ろ

で
あ

る
。

故

に

軍

な

る
塞

の

一
字

で
は

あ

る

け

れ

ど

も

、

こ

れ

を

秩

序

的

に
、

淺

よ

り

深

に
読

明

を

加

へ
、

更

に
修

道

上

の
塞

三
昧

般

若

の
空

を
論

じ

て
暉

宗

の
般
若

親

に
及

ぶ

(
一
)
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般
若

の
空
を
論

じ

て
暉
宗

の
般

若
観

に
及

ぶ

(
二
)

等

の
意

義

を
研

究

し

た
な

ら

ば

、

な

か

く

塞

だ

け

で
む
簡

輩

に
論

じ
鑑

す

こ
と

は
容

易

で
な

い
と

信
ず

る
。

面

し

て
今

、

予

輩

が

塞

の
意

義

を

述

べ

て
見

や

う

と

思

つ
た

の
は

、

唯

だ

共

の
研

究

の

一
端

た

る
般

若

の
室

だ

け

を

説

明

し

、

そ

の
塞

思

想

が

如

何

な

る
順

序

に
依

り

て
登

達

し

て

來

つ
た

か

、

そ

れ

が

我

が

灘

宗

と

、

ど

ん
な

關

係

に
置

か

る

～
か

、

そ

の
大

艦

の
観

察

を

磯

表

し

て
見

や

う

と

思

つ
た

に
過

ぎ

ぬ
。

し

か

も

事

絵

り

に
急

に
書

き

上
げ

た

こ

と

ゆ

へ
、

之

の
問

に
多

少

の

不
備

の
黙

も

あ

る
な

ら

む

。

そ

は

後

日

の
是

正

を

侯

つ
こ
と

に
し

や

う

。

=

般

若

の
塞

思

想

の
出

登

黙

は

先

づ
佛

敏

の
無

我

説

で
あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ
と

思

ふ
。
素

よ

り
佛

藪

巳
前

、

印

度

の
古

代

思

想

の
影

響

を

受

け

て
居

た

こ
と

は
事
實

で
あ

ら

う

が

、

そ

れ

は

別

と

し

て
、
今

は
佛

教

と

云

ふ
範

園

か
ら

云

へ

ば

、

こ
れ
亦

、

時

代

を

追

ひ

、

敏

義

の
淺

深

に
依

つ

て
、

種

々
に

我

と

か

無

我

と

か

の
意

義

も

相

違

す

る
け

れ

ど

も

、

先

づ

無

我

な

る
思

想

は
佛

敏

全
膿

を
通

じ

て

の
根

本

原

理

で
あ

つ
て
、

無

我

を

読

か
な

い
も

の
は
佛

教

で
な

い

と

云

ふ

て
良

い
。

而

か

も
無

我

は
諸

法

の
因

縁

生

よ

り

來

る
必
然

的

の
思

想

で
あ

る
か
ら

、

ま
た
佛

敏

は
衆

因

縁

生

を

説

く
も

の
と

云

ふ

こ
と

も

出

來

る
。

帥

ち
佛

教

は

一
切

の
森

羅

萬
象

蓋

く
衆

因

縁

生

、

無

自
性

塞

に
し

て
、

一
と

し

て
常

住

不
攣

の
實

髄

が

な

い

の
み
な

ら

す

、

我

が
身

膿

の
中

に
於

て
も

、

我

若

し

く
は

難
魂

と

云

ふ
や

う
な

も

の

、
不
滅

の
實

在

を
認

め
な

い
も

の
乏

云

ふ
こ
と
が

出

來

る
。

故

に
斯

か

る
思

想

は
佛

敏

経

典

中

、

何

れ

の
部

分

に
も

最

も
多

く
顯

は
れ

て
居

る
思

想

で
、

今

更

こ

～
に
改

め

て
説

く

必

要

も
な

い
が

、

こ

～
に

二
三

の
例

讃

を

引

か

う
。
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先

づ

『
雑

阿
含

』

第

四

十

五

に
は

、

「
衆

生

云
何

生

、

誰

爲

昌共

作

者

一、

衆

生

何

庭

起

、

去
復

至
昌何

所

」

の
問

に
答

へ

て

、

汝

謂

有

"衆

生

一、

此

別

悪

魔

見

、

唯

有

昌塞

陰

聚

一、

無

嵩是

衆

生

者

一、

如

レ和

合̀

衆

財

一、

世

名

レ之

爲

レ車

、

諸

陰

因

縁

合

、

假

名

爲

呂衆

生

}、

其

生

則

苦

生

ト

住

亦

郎

苦

住

、

無

昌絵

法

生

》苦

、

苦

生

苦

自

滅

、

捨

二

切

愛

苦

一

離

二

切

闇

冥

一

巳

讃

昌於

寂

滅

一、

安

昌住

諸

漏

審

一、

巳

知

汝

悪

魔

、

則

自

清

滅

去

。

(
『
正

藏

」
第

二

巻

三
二
七
丁
)

と

云

ひ

、

ま

た

「
云

何

作

昌此

形

一、

誰

爲

昌其

作

者

一、

此

形

何

庭

起

、

形

去

至

二何

所

一」
の

問

に
答

へ
て

、

此

形

不

魯

造

一、

亦

非

他

所

作

一、

因

縁

會

而

生

、

縁

散

即

磨

滅

、
m如

ド世

諸

種

子

、

因

天

地

一而

生
上、

因

地

水

火

風

一、

陰

界

入
亦

然

、

因

縁

和

合

生

、

縁

離

則

磨

滅

。

(
『
正
藏

』
第

二

雀

三
二
七
丁
)

と

云

は

れ

て
居

る

こ
と

は

、

絵

り

に
も

有

名

な

文

献

で
あ

る

。

ま

た

『
増

一
阿
含

」

第

三
十

に
も

、

爾

時

諸

比

丘
從

レ佛

受

レ敏

、

世

奪

告

白

、

彼

云

何

爲

レ名

昌第

一
最

塞

之

法

一、

若

眼

起

時

則

起

、

亦

不
レ見

昌來

慮

一、

滅

時

則

滅

、

亦

不

レ見

昌滅

腱

'、

猶

如

下讃

レ木

求

レ火

、

以

甲前

有

野

一然

後

火

生

、

火

亦

不

從

レ木

出

一、

亦

不
レ離

木

、

若

復

有

レ人

、

壁

ソ木

求

レ火

、

亦

不
レ能

γ得

、

皆

由

二因

縁

一合

會

、

然

後

有
レ火

云
云
(
『
正
藏

」
第

二
雀

七

;

〒

)

ま

た

『
増

一
阿

含

』

第

四

十

一
に

も

室

三
昧

を

読

い

て
、

阿

褥

菩

提

を

謹

得

す

る

こ
と

を

明

す

。

ま

た
『
長

阿

含

』
第

十

、

『
中

阿

含

」

第

二
十

四

、

『
雑

阿
含

」
第

三

、

第

十

一
、

『
増

一
阿

含

』
第

二

十

七

、

第

三

十

等

、

到

る
庭

に
散

見

す

る
無

我

読

は

有

名

で

あ

る

。

.即

ち

五
陰

の
無

我

、

陰

界

入

の
無

我

、

十

二
因

縁

の
無

我

、

塞

、

無

願

、

無

想

の

三

般

若

の
空

を
論

じ

て
縄

宗

の
般
若
親

に
及

ぶ

(
三
)
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般

若

の
空

を
論

じ

て
縄
…宗

の
般
若

蜘
…
に
及

ぶ

(
四

)

三
昧

等

を

説

明

し

た

と

こ

ろ

が

多

い
や

う

に
思

ふ
。

ま

た

此

の
思

想

は

佛

滅

後

、

諸

弟

子

の
間

に

於

て
も

矢

張

り

説

か

れ

た

も

の

で

、

そ

の
最

も

有

名

な

も

の
は

『
那

先

比

丘

経

』
で
あ

ら

う

と

信

す

る

。

帥

ち

那

先

は
「
父

母

字

レ我

爲

昌那

先

一、

便

呼

レ我

爲

昌那

先

」

と

云

ひ

、

那

先

の
實

我

な

き

こ

と

を

巧

み

τ
説

き

、

車

の

喩

を

基

げ

て

人

塞

の
深

旨

を

詮

顯

し

て
居

る
が

、

更

に
種

々
な

る
問

答

の
後

に

一
切

諸

法

の
因

縁

生

を

明

し

て
、

入

塞

不

可

得

の
妙

理

に

ま

で

説

き

及

ん

で
居

る

の

に
注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

王

復

問

昌那

先

一言

、

世

間

寧

有

二自

然

生

物

一無

、

那

先

言

、

無

レ有

昌自

然

生

物

一、

皆

當

レ有

昌所

因

一、

那

先

因

問

レ王

、

今

王

所

レ坐

殿

、

有

昌人

功

夫

一作

レ之

耶

、
自

然

生

乎

、

王

言

、

人

功

昌作

之

、

材

橡

出

已於

樹

木

'、
垣

藩

泥

土

出

呂於

地

一、

那

先

言

、

人

生

亦

如

レ是

、

界

如

和

合

成

爲

γ人

、

是

故

無

二自

然

生

物

一、
皆

有

昌所

因

一(
『
正
藏

』
第

三

十

二
雀

七

一
二
丁
)

三

佛

教

σ
無

我
説

に
於

け

る
最
初

の
思

想

を

『
四
阿
含
』

等

に
依

つ
て
述

べ
た

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
が
部

涙
佛

敏

に

及

ん

で
更

に
開
展

し

た
や

う

に
思

は
れ

る
。
帥

ち

小
乗

二
十
部

の
最
初

の
分
裂

た

る

一
読
部

の
如

き

は
飴

程
進

ん
だ

思

想

で
あ

つ
て
、
前

に
基
げ

た

『
四
阿
含
』

等

の
塞

を

小
乗

の
析

色

塞

と
す

れ

ば
、

一
読
部

は
惜

か

に
大
乗

に
於

け

る
膿

塞
帥

ち

一
切
諸

法

の
當

膿

即
塞
な

り
と

説

く
大

乗
通

敏

、
共
般

若

の
法
門

の
起

源
と
見

る

こ
と

が
出

來

る
と

思

ふ

。い
ま
更

に
之
れ

に
就

て
説
明

を

加

ふ
る
な
ら

ば

、
先

づ
部

涙
佛

敏

中
、
大
衆

部

の
第

一
回
分

裂

と

云
は
れ

て
居

る

4



一
説

部

、

説

出

世

部

、
鶏

胤

部

の

三
部

の
分

裂

は

、

そ

の
敏

理

が
大

に
大

乗

的

分

子

を
含

ん

だ

も

の

で
あ

る
と

云

ふ

こ
と

は

、

既

に
學

者

の
等

し

く

説

明

す

る

と

こ

ろ

で
、
今

更

論

す

る
ま

で
も

な

い
。

そ

の
中

、

特

に
般

若

思

想

に
關

係

あ

る

一
説

部

の
教

義

を

云

へ
ば

、

此
部

一軌
昌生

死

浬
一般
不
、
皆

日唇
爲
昌假

名

一、

故

云
二

凱説
一。

(
『
↓二
込
醐
山広
曲我
」
頭

堂
臼
五

一
丁
)

此

部

詮
竃世

出

世

法
皆

無

尋
貝
膿

一、

但

有

昌假

名

一、

名

帥

是

説

、

意

謂

諸

法
唯

一
假

名

、

無

"膿

可
ワ得

、

(
『
異

部

宗

輪

論

述

記
』
磯

靱

上

三
九
丁
)

こ

れ

が

一
説

部

の
教

義

と

す

れ

ば

、

既

に
大

乗

般

若

の
無

相

皆

塞

論

と

一
致

す

る
思

想

で
あ

つ
て
、

大

乗

的

に
進

ん

で
居

る

こ
と

は

、

敏

理
登

達

の
径

路

と

し

て
否

め
な

い
問

題

で
あ

る
。

故

に
華

嚴

の
賢

首

大

師

は

敏

到

上

、

小
乗

六

宗

の
最

上

た

る
諸

法
但

名

宗

に
置

き

、

諸

法
但

名

宗

、

謂

一
説

部

、

一
切

我

法

、
唯

有

昌假

名

「、

都

無

燈

故

、

此
通

昌初

敏

之

始

一
(
『
華

嚴

五
教

章

』
冠
註

上

之

三

二
〇
丁
)

と

云

ふ

て
、

大

乗

始

教

に
通

す

る
旨

を

云

ひ

、

ま

た

清

涼

澄

観

は

、
龍

樹

の

『
中

観

論

』

を

引

い

て
、

一
読

部

の
教

義

を

繹

成

し

て
居

る
と

こ
ろ

に
大

に
注

目

を

要

す

る
と

思

ふ
。

諸

法

但

名

宗

者

、

則

顯

出

世

亦

假

名

一耳

、

故

云

、

一
切

我

法

亦

如

二中
論

一、

若

有

昌世

間

一、

則

有

二出

世

間

一、

既

無

世̀

問

、

何

有

】出

世

間

等

(
『
華

嚴

演

義

鉱

」
第

十

四

、

『
正
藏

』
第

三

十

六
雀

一
〇
七
丁
)

般

若

の
空

を
論

じ

て
暉

宗

の
般

若

親

に
及

ぶ

(
五
)
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般

若

の
空

を
論

じ

て
灘

宗

の
般

若
観

に
及

ぶ

(
六
)

か

く
し

て
、

小
乗

の
無

我

読

が
逓

大
乗
め

無

我

読
と
な

り
、

人

塞

よ
り
法

塞

に
進

ん
だ

繹

で
あ

る
が
、
更

に
此
腱

に
大
乗
佛

敏

の
創
始

者

と
ま

で
云

は
れ

て
居

る
馬
鳴

菩
薩

の

『
尼
乾

子
問
無

我
義

経
』

一
巻

の
思

想

こ
そ

一
説
部

の

教
義

を

承
け

て
純

粋

大
乗

の
旗
幟

を
鮮

明

に
し

た
最

初

の
も

の

で
は
な

か
ら
う

か

と

思

ふ
。

鮮

天

乗

一者

、

謂

昌尼

乾

子

一言

、

汝

先

所

レ執

最

上

我

者

、

決

定

虚

妄

、

以

レ何

名

レ有

、

以

レ何

名

レ無

、

於

昌此

二
中

'、

都

無

所

得

尼

乾

子

言

、

彼

定

無

耶

、

智

者

日

、

若

読

レ無

者

、
.云

何

現

、

見

下從

昌因

縁

一生

、

嚇

笑

等

相

上、

或

説

爲

レ有

、

或

説

爲

レ無

、

二
皆

邪

妄

、

非

其

、正

理

一(
『
正

藏

』
第

三

十

二

巻

一
七
二
丁
)

こ
れ

に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
と

、

こ
れ

は

尼

乾

子
即

ち
誉

那

の

一
教

徒

に
封

し

て
、
佛

敏

の
無

我

読

を

示

し

た
も

の

で
、
世

俗

と
勝
義

と

の

二
諦

を

明

し

、

世

俗

諦

に
依

り

て
有

情

あ

り

、

財
寳

妻

子
親
春

属

等

あ

り

と

云
ひ
、

勝

義

諦

に
依

つ
て
置
ハ如

の
法

自
性

清

浮

に
し

て
本

來
寂

静

な

る

こ
と

を

説

明

し

た

も

の

で
あ

る
。

特

に
共

の
偶
頚

に
至

り

て
は
菩

提

心

の
相

を

墨

げ

、

般

若

の
慧
を

示

し

て
居

る

こ
と

に
注

意

し
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

是

身

如

昌杯

器

"、

虚

幻

而

充

満

、

與

昌三

毒

一相

鷹

、

畢

覧

塞

無

γ有

、

如

で月

慮

"雲

中

一、

刹

那

而

不

渉
現

、

以

吃甚

深

般

若

一、

達

二有

爲

一如

レ幻

、

衆

生

器

世

間

、

一
切

皆

如

レ夢

、

由

昌自

心

一分

別

、

彼

心

亦

如

レ夢

、

若

人

依

昌正

理

一、

以

レ恵

而

修

習

、

棄

二背

諸

障

染

一、

速

得

昌無

上
道

一、

此

最

勝

般

若

、

諸

佛

所

昌樗

讃

一(
『
正
藏

』
第

三

十

二
雀

吋
七
三
丁
)
,

こ

の

『
尼

乾

子

問

無

我

義

輕

』

が

果

し

て
馬

鳴

の
眞

作

が

、

龍

樹

已

前

の
馬

鳴

の
述

作

か

に
就

て

は

、

多

少

の
疑

問

が

な

い

で

は

な

い
が

、

し

か

し

二
諦

読

と

云

ひ

、

般

若

の
慧

を

力

説

す

る

こ

と

は

、

龍

樹

の
出

現

を

侯

つ
て

大

に



登

揮

せ
ら

れ

た
読

で
あ

る
け

れ

ど

も

、

そ

の
思

想

は
矢

張

り

馬
鳴

の
と

こ

ろ

に
有

つ
た

も

の
と

見

た

方

が
穏

當

で
あ

ら

う

。

か

の

『
付

法

藏

因

縁

傳

」

に
顯

は

れ

た

る
馬
鳴

傳

に
も

、
富

那

奢

の
言

と

し

て
、

佛

法

之
中

凡
有

巳二
諦

一、

若

就
昌世

諦

一假

名

爲

レ我

、

第

一
義

諦

皆

悉
塞

寂

、

如

レ是

推

求

我

何

可
レ得

(
『
正
藏

』
第

五

十

雀

三
一
四
丁
)

と

云

ひ

、

馬

鳴

は

之

れ

に
屈

服

し

た

と

云

ふ

こ
と

を

基

げ

て
居

る
と

こ

ろ

よ

り

考

へ
て
も

、

強

ち

に

二
諦

読

は

龍

樹

巳
前

に
無

し

と

は

云

へ
す

、

兎

に
角

、
龍

樹

已
前

に
既

に

二
諦

読

あ

り

、

般

若

思

想

は
力

説

せ
ら

れ

て
居

た

も

の
と

云

ふ

て
差

支

へ
な

か
ら

う

。

四

翻

つ
て
般

若

の
経

典

の
成

立

に
就

て
考

へ
て
見

る
と

、

『
小

品
般

若
』

に
は
其

の
脛

文
自

ら
成

立

年

時

を
暗

示

し

て
居

る
や

う

に
思

は
れ

る
。

舎

利

弗

、

如

來

滅

後

、

般

若

波

羅

蜜

、

當

流

昌布

南

方

一、
從

南

方

一流

昌布

西

方

一、
從

昌西

方

一流

旨布

北

方

一、

含

利

弗

、

我

法

盛

時

無

レ有

昌滅

相

一、

北

方

若

有

下乃

至

書

嘩」爲

受

竃持

供

四
養

般

若

波

羅

蜜

一者

轟、
是

人

亦

爲

昌佛

眼

所

γ見

所

レ知

所

τ念

含

利

弗

自
レ佛

言

、

世

奪

、

後

五

百

歳

時

、
般

若

波

羅

蜜

當

M廣

流

唱布

北

方

耶

、

含

利

弗

、

後

五

百

歳

當
章廣

流

昌布

北

方

一、

(
『
正
藏
』
第

八

巻

五
五
五
丁
)

と

云

ひ

、

更

に
北

方

の

人

の
般

若

を

受

持

護

諦

修

習

す

る
菩

薩

に
就

て
説

法

せ
ら

れ

て
居

る
が

、

こ
れ

に
依

つ
て
考

般

若

の
蜜

を
論

じ

て
暉
宗

の
般

若

観

に
及

ぶ

(
七
)
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般
若

の
空

を
論

じ

て
暉
宗

の
般
若
観

に
及

ぶ

(
八
)

へ
て
見

る
と

、
般

若

は
繹
奪

滅

後

、

南

方

よ

り
西

方

へ
、

西

方

よ

り
北

方

へ
と
流

布

し

て
、
佛

滅

後

五
百

年

に
は

北

方

に
於

て
廣

く
流

布

す

る
と

示

さ

れ

て
居

る
。

ま

九
、

こ
れ

に
類

す

る
経

文

は

『
道

行
般

若
」

の
経

持

品

第

八

に
も

出

て
居

る
。

含

利

弗

、

恒
薩

阿

端

去

後

、
是

般

若

波

羅

蜜

経

、

當
レ在
昌南

天
竺

一、
其

有

學

已
、

從
昌南

天
竺

一當

轄

至
昌西

天
竺

一、

其

有

學

已
、
當

從
昌西

天
竺

一轄

至
到
昌北

天
竺

一、
其

有

學

者
當
レ學
レ之

(
『
正
藏

』
第

八
巻

四
四
六
T
)

術

ほ
之

れ
を

『
大

般

若

脛
』

に
依

つ
て
見

る
と

、

第

五

百

四

十

六

『
総

持

品
』

に
委

し

く

般

若

の
流

傳

を

示

し

、

そ

の
腱

々
に
後

五

百
歳

、
東

北

方

に
流

布

し

て
大

に
奪

重

讃

歎

せ
ら

る

、
と

説

か

れ

て
居

る
。

舎

利

子

、

我

浬
築

已

後

時

後

分

後

五

百
歳

、
甚

深
般

若

波

羅

蜜

多

相

鷹

経

典

、

於
昌東

北

方

一大

爲

昌佛

事

　
(
『
正
藏
』

第

七

巻

八
〇
八
丁
)

こ
れ

に
就

て
は

「
後

時

後
分

五

百
歳

」

を

以

て

、

後

の
五

百
歳

、
即

ち
末

法

二
千

五

百

年

の
時

代

に
取

り

、
東

北

方

を

以

て
我

が

日

本

に
取

り

、

こ

の
我

が

日
本

こ

そ
般

若
流
傳

相

鷹

の
土

地

と

云

ふ
読

も

あ

る
。

か

の
榮

西
灘

師

の

『
興
灘

護

國
論

』
令

法

久

住

門

に
も

、
前

の

『
大

般

若
経
』

の
本

文

を

引

用

し

て
居

ら

る

、
如

き

は
其

の

一
例

で
あ

る

が

、

し

か

し
今

は

般

若

の
輕

典

成

立
と

云

ふ
鮎

か

ら

考

へ
て
見

る
と

、

こ
れ

等

の
輕

文

が
其

の
成

立

を

物

語

る
唯

一

の
謹
擦

と

ま

で
は

云

は
な

く
と

も

、

兎

に
角

、

こ

の
経

の
裏

面

に
は
暗

々
裡

に
般

若

流
傳

の
径
路

を

示

し

、

そ

の
最

も
尊

重

讃

歎

せ
ら

れ

た
地
方

を
基
げ

ら

れ

た

も

の

で
は
な

か
ら

う

か

と
思

ふ
。
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先

づ
般

若

の
輕

典

成

立
が
佛

滅

後

五

百

年

、
即

ち

紀

元

一
世

紀
頃

と
見

る
読

は
今

の
學

者

の
多

く
取

る
読

で
、

そ

の
般

若

の
経

典

の
最

も

古

き

『
小
品

般

若
』

は
早

く
支

那

に
傳

へ
ら

れ
、

龍
樹

巳
前

に
既

に
支

那

に
醗

鐸

せ
ら

れ

て

居

る
事

實

に
徴

し
て
も
、

明

か

に
般

若

思

想

は
大
乗

佛

教

の
初

期

に
産

し

た
維

典

と

云

ふ

こ
と
が

出

來
や

う

。

而

か

も

大

乗
佛

教
初

期

の
経
典

と

云

は

れ

て
居

る

『
般
舟

三
昧
脛

』

『
首
携

嚴

三
昧
輕
』

『
寳

積

経

混
漿

経
』

『
華

嚴

纏
』
よ

り
も

思

想

が
簡

輩

に
し

て

入

り
易

く
、
唯

だ

般

若

の
大

智

を

説

い
て
第

一
義

塞

を

顯

は

す

と

云

ふ

の
が

経

の
根

本

思

想

で
あ

つ
た

か
ら

、

先

づ
前

に
述

べ
た
部

派
佛

敏

に
於

け

る

一
読
部

の
教

義

よ

b

漸

衣
登

達

し

て
、
般

若

の
経

典

の

成

立
を

見

た

も

の

で
は
な

か
ら

う

か
。

而

し

て
此

の
般

若

の
経

典

に
は
常

に
繹
奪

と

含
利

弗
、

殊

に
繹

奪

と

須
菩

提

と

の
問

に
於

け

る
説

法

が
根

幹

を
な

し

て
居

る
や

う

に
思

は

れ

る
o

こ

れ

に
就

て
、

舎

利

弗

は

繹
奪

の
弟

子
中

、
智

慧

第

一
な

る
が
爲

め

に
、
般

若

の
大
智

の
解

了

者
と

す

る

こ
と

は

勿

論

で
あ

る
が
、

し

か
し

此

の
大

智

は
特

に
塞
智

で
あ

る
と

云

ふ

こ
と

を

顯

は

さ
ん

が
爲

め

に
、
解

塞
第

一
の
須

菩

提

を

以

て
常

に
般

若

の
解

了

者

と

し

た
も

の

、
や

う

で
あ

る
。

素

よ
り

繹

奪

は
般

若

を
解

了

し

謹

悟

し
給

へ
る
こ
と

は

申

す

ま

で
も
な

く

、
菩

提

樹

下

に
於

け

る
内

観

そ

れ
自
身

が

般

若

で
あ

つ
た

と

云

ふ

べ
き

で
あ

ら

う
。
有

ら

ゆ

る

魔

波

旬

を
遮

遣

し
降

伏

す

る

と

こ
ろ

に
般

若

の
大

智

は
顯

は

れ

、
般

若
観

が
成

立
し

た
鐸

で
あ

る
。

故

に
此

の
般

若

観

を

出

登

鮎

と

し

て
、
無

我
無

自

性

、

本

來

塞
寂

と

云

ふ
思

想

へ
進

ん

で
行

つ
た

も

の

で
、

こ

の
本

來
塞
寂

と

云

ふ

や

う
な

考

へ
は

『
阿
含

』

の
経
典

に
な

い

こ
と

は
な

い
や

う

で
あ

る
が

、

頗

る
微

陰

的

な

も

の

で
、
讐

へ
ば

『
増

一

般

若

の
空

を
論

じ

て
膵
宗

の
般

若
親

に
及

ぶ

(
九

)
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般

若

の
空

を
論

じ

て
輝

宗

の
般

若
観

に
及

ぶ

(
一
〇

)

阿
含
』

第

二
十
八

聴

法
品

に
於

て
禮
佛

の

一
段
が
あ

る
。

是

時
彼
(
須
菩

提

)
復

作

是̀

一念

、

此
如

來
形

何

者
、

是
世
奪

爲
昌是
眼

耳
鼻

舌
身

意

一乎

、
往

見

者
復

是

地
水

火
風

種

乎

、

一
切
諸

法
皆

悉
塞
寂

無
レ造

無
レ作

、

如

噂世

奪

所

読

爆

葺

若

欲
レ禮
レ佛

者

、

及

諸

最

勝

者

、
陰

持

昌入
諸

種

一、

皆

悉
観

無

常

、

嚢

昔

過

去
佛

、

及

以

當

來

者

、

如

昌今

現

在

佛

「、

此

皆

悉

無

常

、

若

欲

レ禮

レ佛

者

、

過

去

及

當

來

、

説

"於

現

在

中

}當

歩
観

於

塞

法

一、

若

欲

レ禮

レ佛

者

、

過

去

及

當

來

、

現

在

及

諸

佛

、

當

レ計

昌於

無

我

一。

此

中

無

γ我

無

レ命

無

レ人

無

噌造

作

一、
亦

無

昌形

容

有

教

有

授

者

一、
諸

法

皆

悉

塞

寂

何

者

是

我

、

我

者

無

レ圭

、

我

今

蹄
ゴ

命

眞

法

之
聚

一.
(
『
正
藏
』
第

ご
巻

七
〇
七
丁
)

.

か

く
微

隙

的

な

が

ら

も

諸

法

本

來
塞

寂

の
思

想
が

庭

々
に
散

見

す

る

の

で
あ

る
。

思

ふ

に
此

れ

は

四

聖
諦

の
中

の

苦

諦

に
於

け

る
苦

、
塞

、
無

常

、
無

我

の
思

想

か

ら
…進
ん

で
、
無

我

が

塞

寂

へ
と
轄

化

し

、

塞

を

力

説

す

る
般

若

へ

と

方
向

が
進

歩

開

展

し

た

も

の

で
は
な

か
ら

う

か

。

衣

に
繹
奪

の
弟

子

中

、
最

も

塞
寂

の
思

想

に
富

ん
だ

人

は
須
菩

提
奪

者

を
以

て
第

一
と

す

る
。

前

に
引

用

し

た
禮

佛

の

一
段

も
矢

張

り
須
菩

提

で
あ

る
が

、

そ

の
他

の
経

典

に
於

て
も

須
菩

提

を

以

て
良

く
般

若

を
解

了
し

た
人

と

云

は

れ

て
居

る
。

.即
ち

『
中

阿
含

』

第

四

十

三
、
儲
『
大

毘
婆

沙
論
』

第

百

七

十
九

、

『
大

智
度

論
』

第

五

十

三

に
は

、

共

に
須
菩

提

を

以

て
無

謬

三
昧

に
住

す

る
第

一
人
者

と

し

て
取

扱

は

れ

、

彼

れ

は
蹄

佛

巳
前

、

智

慧
聰

明

で
あ

つ
九
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が

、

悪

性

に
し

て
眼

に
見

る
と

こ

ろ

悉

く

瞑

罵

し

た

と

云

ふ
こ
と

で
あ

る
。

而

し

て
繹

奪

よ

り
瞑

悉

の
過

患

を

聞

い

て
無

譲

第

一
と

な

つ
た

と

云

ひ

、

そ

の

心

境

は

『
増

一
阿

含

』

第

三

に
示

せ

る
如

く

、
「
恒
樂

昌塞

定

一、

分

昌別

塞
義

一、

所

謂

須

菩

提

比

丘
是

、

志

在

昌塞

寂

微

妙

徳

業

唱、

亦

是

須

菩

提

比

丘
」

(
『
正
藏

」
第

二
雀

五
五
八
丁
)

で
あ

り

、

ま

た
特

に
委

し

く
書

か

れ

て
居

る

の
は

『
増

一
阿

含

』

第

六

に
顯

は

れ

た

る
繹

提

桓

因

と

の
問
答

で
あ

つ

て
、

左

の
如

く

出

て
居

る

。

爾

時

奪

者

須

菩

提

、
語

昌繹

提

桓

因

一言

、

善

哉

拘

翼

、

法

法

自

生

、

法

法

自

滅

、

法

法

相

動

、

法

法

自

息

.
猫

如

二

拘

翼

一、

有

毒

藥

一、

復

有

昌害

レ毒

藥

、

天
帝

繹

此

亦

如

レ是

、

法

法

相

齪

、

法

法

自

息

、

法

能

生

レ法

、

黒

法

用

'白

法

一治

、

自

法

用

黒

法

治

、

天

帝

繹

、

貧

欲

病

者

用

噛木

漂

治

、
瞑

悪

病

者

用

昌慈

心

一治

、

愚

痴

病

者

用

昌智

慧

治

、

如

レ是

繹

提

桓

因

、

一
切
所

有

皆

婦

昌於

塞

一、

無

レ我

無

レ人
無

レ壽

無

レ命

、

無

レ士
無

レ夫
無

レ形

無

レ像

、

無
レ男

無

レ女

(
『

正
藏

』
第

二
巻

五
七
五
丁
)

こ

れ

等

た

依

つ
て
考

へ
て
見

る
と

、

須

菩

提

の
思

想

が

如

何

に
般

若

的

で
あ

つ
た

か

は

、

こ

れ

等

『
阿
含

』

の
経

文

に
依

つ
て
明

瞭

で
あ

る
が

、

後

に
大

乗

脛

典

が

成

立

す

る
と

土
ハ
に
、

彼

れ

を

以

て
般

若

の
解

了

者

と

な

し

、

彼

れ

を

し

て
般

若

を

説

か

し

め

た

も

の

で
あ

ら

う

。

須
菩
提
樂

於

塞
行

、
偏
善
沸

塞
、
般
若
波
羅
蜜
多
説
塾

故
、
令
須

菩
提
誰

(
『
正
藏
』
第

二
+
五
雀

ハ
三

丁
)

須

菩

提

好

樂

説

レ塞

、

善

巧

説

レ室

、

於

昌諸

弟

子

中

一最

爲

第̀

一
一、

有

レ所

昌言

論

一、

皆

趣

昌向

塞

無

相

無

作

噌、

所

謂

四

般

若

の
空

を

論

じ

て
暉

{不
の
般

若

細観

に
及

ぶ

.

(
一

一
)
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般

若

の
空

を
論

じ

て
輝
宗

の
般

若
観

に
及

ぶ

(
一
二
)

念

腱

乃

至
阿

褥

多
羅

三
貌

三
菩

提

一、

是

法
中
皆

和
合

畢

覧

塞

読

(
『
正
藏
』
第

二
十

五

巻

六
一
八
ケ
)

こ
れ

は
共

に

『
大
・智
度

論

」

に
出

て
居

る
文
献

で
あ

る
が

、

兎

に
角

、
解

塞

第

一
の
須
菩

提

を

以

て
般

若

の
解

了

者
と

な

し

、
身

は
聲

聞

と

錐

も
法

は
大

乗

で
あ

る
と

云

ふ
天
台

大

師

の
説

の
如

き

も

、

こ

～
に
大

に
意

味

の
あ

る

こ

と

、
信

す

る
。

五

大
膿

に
於

て
般

若

の
塞

に
な

る
ま

で

の
径

路

を

辿

り
、
無

我

思

想

よ

り
無

我
無

自

性

、
本

來
塞

寂

に
及

び

、

此

庭

に
般

若

の
脛

典

の
成

立

に
ま

で
説
明

し
畢

つ
た

の

で

あ

る

が

、

こ

の
塞

の
思

想

に
就

て
特

に
注

意

を

要

す

る
も

の

は
、
般

若

の
塞

は
素

よ
り
膿

塞

で
あ

つ
て
、
析

色

塞

で
は
な

い
。

從

つ
て
小
乗

で
は

な

く

、
大

乗

で
あ

り
、

而

か

も

般

若

は

大
乗

に
限

ら

る

～
も

の
と
な

つ
て
、

小
乗

は
寧

ろ

之

れ

を

排

斥

し

、

般

若

は
繹
奪

の
説

に
反

す

る
も

の

で
あ

る
と

云

ふ
や

う

な

態

度

を

取

つ
た

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

に
就

て
は

般

若

の
経

典

及

び
龍

樹

の

『
大
智

度

論
』

等

に
於

て
、
小

乗

は
般

若

を

知

ら

す

、

般

若

の
本

を
捨

て

、
他

の
枝

葉

に
禁

つ

る
や

う
な

も

の

で
あ

る
と

難

じ

て
居

る
。

菩

薩

學

昌飴

径

一、

棄

捨

般

若

波

羅

蜜

一、

終

不

レ能

レ
至

呂薩

婆

若

一、

善

男

子

善

女

人

、

爲

下捨

昌其

根

一禁

枝̀

葉

'、

當

レ知

、

是

爲
嚇'菩

薩

魔

事

一、

須

菩

提

臼

レ佛

言

、

世

奪

何

等

是
飴

脛

、

善

男

子

善

女

人
所

レ學

、

不
レ能

レ至
二薩

婆

若

一、

佛

言

是

聲

聞

所
レ鷹

レ行

纏

、

所

謂

四
念

庭

四

正
勤

四
如

意

是

、

五

根

五

力

七

畳

分

八

聖

道

分

(
『
正
藏

』
第

八

巻

三
一
九
丁
)

當

來
世

或

有
並
口
薩

、

捨

潔

般

若

波
羅

蜜

一、

反

取
己飴

聲

聞

辟

支
佛

脛

一、
菩

薩

當
レ知

是

爲

魔

事

一
(
『
正
藏
』
第

八
巻
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五
五

六
丁
)

有

人

於

聾

聞

法

中

'、

受

レ戒

學

レ法

、

初

不

レ聞

般

若

波

羅

蜜

}、

或

時

絵

庭

聞

深

著

二先

所

レ學

法

一、

捨

昌於

般

若

波

羅

蜜

一、

於

昌先

所

レ學

法

中

一求

昌薩

婆

若

一、

有

昌聲

聞

弟

子

一、

先

得

般

若

波

羅

蜜

一不
レ知

}義

趣

一不

ノ得

滋

味

一云
云
(
『
正

藏

』

第

二
十

五
巻

五
三
六
丁
)

こ
れ

に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
と
般

若

は
菩

薩

に
限

ら

れ

た
も

の

で
あ

り
、

聲

聞

辟

支
佛

の
も

の

で
は
な

い
。

ま

た

『
般

若

輕
』
は
聲

聞
辟

支

佛

経

と
相

違

す

る

こ
と

を

顯

は

し

て
居

る

の
は
明

瞭

で
、
所

謂

小
乗

と

大
乗

と

は
般

若

に
於

て
互

ひ

に
相

反
す

る
態

度

と

な

つ
た

も

の

で
あ

る
。
帥

ち

『
放
光

般

若
』

第

九

、
『
大

品
般

若
』
第

十

一
『
大
般

若
経
』

第

四

十

五

等

に
も

、

小
乗

か
ら
般

若

を
外

道

の
所

読

の
如

く
看

倣

さ
れ

た
や

う

に

云

ふ
て
居

る
が

、

思

ふ

に
小
乗

敏

徒

は
般

若

を

曲
解

し

た

も

の

で
は

な

か

ら

う

か
。

『
大
智

度

論
』

に
は
常

に
阿
毘

曇

を

以

て
小

乗

と

云
ひ

、
聾

聞

辟

支
佛

と

し

て
取

り
扱

つ
て
居

る
が

、

阿

毘
曇

は

一
切
諸

法

の
因

縁

生

を

明

す

と

錐

も

、
未

だ

其

の
法
膿

を

塞

す

る
こ

.
と
は

説

か
な

い

の

で
あ

る
。

然

る

に
般

若

は
其

の
法
膿

ま

で
も
塞

じ

て

一
切
諸

法
本

來
室

寂

と

云
び

、

而

か

も
其

の

塞

も

塞

じ

,
有

ら

ゆ

る
も

の
を

否

定

し
誰

さ

ん

と
す

る

の
が

般

若

の
第

一
義

と

す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
か
ら

、

阿

毘
曇

の

三
世

實

有

、

法

膿

恒

有

読

と

は

互

ひ

に
相

容

れ

ぬ
と

こ
ろ
が

あ

る
か

ら

で
は
な

か
ら

う

と

思

ふ
。

し

か

し

小
乗

敏
徒

が

般

若

を

以

て
繹
奪

の
説

に
あ

ら

す

、
外

道

に
類

す

る
も

の
と

云

ふ
ほ
ど

、
般

若

と

阿

毘
曇

と

は
相
容

れ
な

い
も

の

で
は
な

い
。

素

よ

り

敏

理
開

展

の
跡

か
ら

見

て
批
評

す

る

の

で
は
あ

る
が

、

般

若

の
塞

は
輩

な

般

若

の
空

を
論

じ

て
輝

宗

の
般
…若

{観

に
及

ぶ

(
一
三
)
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般
若

の
空

を
論

じ

て
灘
宗

の
般

若
槻

に
及

ぶ

(
一
四

)

る
室

一
邊

に
偏

す

る
塞

で

は
な

い
。

こ

の
塞

は

凡

夫

迷

情

の
有

分

別

を

去

る
爲

め

の
塞

で
あ

つ
て
、

妄

有

は
素

よ

り

塞

す

る
け

れ

ど

も

、

更

に
塞

も

室

じ

て

、

此

慮

に

一
法

を

も

立

せ
す

、

有

ら

ゆ

る

も

の
を

否

定

し
叢

し

て
、

そ

こ

に

眞

如

實

相

を

顯

は

さ

ん

と

す

る
も

の

で
あ

る
と

云

ふ

こ
と

に
注

意

し
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

故

に

『
大

般

若

経
』

の
到

る
と

こ

ろ

に
塞

を

力

説

し

て
、

有

ら

ゆ

る
も

の
を

察
す

る

こ
と

を

示

し

、

十

八
塞

と

か

二
十

塞

と

か

を

明

し

て
居

る

こ
と

は

有

名

な

こ
と

で
あ

る
。

含

利

弗

、
菩

薩

摩

詞

羅

、

欲
レ住

昌内

塞

、

外

塞

、

内

外

塞

、

塞

塞

、

大

塞

、

第

一
義

塞

、

有

爲

塞

、

無

爲

塞

、
畢

寛

室

、

無

始

塞

、

散

室

、

性

室

、

自

相

室

、

諸

法

室

、

不
可

得

塞

、

無

法
塞

、

有

法

塞

、
無

法

有

法

塞

一、

當

レ學

二

般

若

波

羅

蜜

一
(
『
大

品
般

若
』
第

一
『
正
藏

』
第

八

巻

二
一
九
丁
)

若
菩

薩

摩

詞

薩

、

修

昌行

般

若

波

羅

蜜

多

時

、

離
下鷹

二

切

智

智

一心
上、
観

レ色

内

塞

、
外

塞

、

内

外

塞

、

塞

塞

、

大

塞

勝

義

塞

、

有

爲

空

、

無

爲

室

、
畢

寛

室

、

無

際

塞

、

散

塞

、
無

獲

異

塞

、

本

性

塞

、

自

相

塞

、

共

相

室

、

一
切

法

塞

、

不

可

得

塞

、

無

性

塞

、

自

性

塞

、

無

性

自

性

室

、

於

レ観

二色

塞

一、

有

レ所

レ得

有
レ所

レ侍

云
云
(
『
大

般

若
」
第

四

十

四
『
正
藏
』
第

五
巻

二
四
八
丁
)

こ
れ

等

十
八

塞

と

か

二

十

塞

と

か

の
読

は

般

若

の
経

典

に
於

て
最

も

有

名

で
あ

る

け

れ

ど

も

、

そ

の
他

の
大

乗

経

典

に
於

て
も

多

く

之

れ

を

説

き

、

ま

た

小

乗

の
論

部

に
も

散

見

す

る

と

こ

ろ

で
あ

る
。

例

せ
ば

『
含

利

弗

阿

毘

曇

論

』

第

十

六

に

は

「
内

塞

、

外

塞

、
内

外

空

、
・
塞

塞

、

大

塞

、

第

一
義

塞

」

の

六
塞

を

墨

げ

、
『
大

毘

婆

沙

論

』
第

八

に

は
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「
内

塞

、

外

塞

、

内

外

塞

、
有

爲
室

、

無

爲

室

、
散

壊

塞

、

本

性

塞

、
無

際

塞

、

勝

義

室

、
室

塞
」
の
十
室

を

明

せ
る

が

如

き

は
、

最

も

注

意

す

べ
き

こ
と

で
あ

ら

う
と

思

ふ
。

ま

た
大

乗
経
典

に

至

つ
て
は
殆

ん

ど

枚
基

す

る

こ
と

の
出

來

な

い
ほ

ど

、

こ

の
室

の
義

を

高

調

し

て
居

る

の
で
、

『
大

方

等

大
集

経

』
第

五

十

四

に
は

「
法
相

室

、
無

法
相

塞

、
自

法
相

室

、
他

法

相

塞
」

の
四
塞

を
基

げ

、
『
構

伽

経
』

第

一
仁
は

「
相

室

、

性

自
性

塞

、

行
塞

、

無

行
室

、

一
切
法
離

言

説
塞

第

一
義

聖

智

大

塞

、

彼

彼

室
」

の
七
塞

を
墨

げ

、
『
浬
桀

経
』
第

十

六

に
は

「
内

室

、

外

塞

、

内

外

塞

、
有

爲

塞

、

無

爲

塞

、

無

始
塞

、

性

室

、

無

所

有

塞

、

第

一

義

塞

、
塞

室

、

大

塞
」

の
十

一
室

を

墨
げ

、

更

に

『
顯

揚

聖

敏
論

』

第

十

五

、
『
中

邊

分

別

論

』
及

び
『
大
般

若

纒
』
第

三
分

四

百

八

十

に
は

十

六

察

『
喩

伽

師

地
論

』

第

七
十

七

に
は

十

七
塞

、
『
大
集

経
」
第

四

十
八

『
十

八

塞
論

』

及

び

『
大
般

若
経
』
第

二
分

四

百

十

三

に

は

十

八

塞

、

『
大

般

若

脛
」
第

三
分

四

百

七
十

九

に
は

十

九

察
、

『
大

般

若

纏
』
初

分

の
到

る
と

こ
ろ

に
は

こ
十

塞

が
基

げ

ら

れ

て
居

る
。

六

か

く

の
如

く
塞

に
就

て
も

種

々
な

る
異

説

が

あ

つ

て
、

輩

な

る
塞

と

云

ふ
意

義

に
於

て
、

二
塞

よ

り

ご
十
塞

ま

で
、

そ

の
中

間

に
種

々
な

る
分

別
を

見

る

の

で
あ

る
。

而

し

て

こ
れ

等

の
塞

の
意

義

に
就

て
は

一
々
に
説
明

す

る

こ

と

は

避

け

る
が

、

要

す

る

に

『
大

智

度
論

」

第

三
十

一
、

第

三
十

八
、
『
大

乗

玄
論

』
第

四
、
『
大

乗

義

章
』
第

四
等

に

読

明

し

て
居

る

の
が
最

も
委

し

い
や
つ

に
思

ふ
。

而

し

て
此

の
塞

に
就

て
小

乗

と
大

乗

と

は
素

よ

り
其

の
意

義

を
異

般

若

の
空

を

論

じ

て
騨

宗

の
般

若

湘観
に
及

ぶ

(
一
五

)

15



般

若

の
空

を
論

じ

て
輝

宗

の
般

若
加観

に
及

ぶ

(
一
六
)

に

し

て
居

る
。

即

ち

澤

影

の
慧

遠

は

『
維

摩

経

義

記
』

二
本

に

五

種

の
匠

別

を

立

て

～
居

る
。

塞

義

不
レ同

、

汎

有

昌五

階

"、

一
陰

非

昌我

所

一名

レ之

爲
ジ
塞

、

如

昌毘

曇

説

一、

錐

昌名

爲

つ塞

禮

是

有

法

陰

爲

レ艦

故

、

二
假

名

法

中

無

レ有

昌定

性

一名
レ之

爲
ジ
塞

、

如

嵩成

實

説

一、
三
妄

想

法

虚

寂

無

相

読
レ之

爲
ジ
塞

、

如

F陽

炎

水

水

.即

無
レ水

、

不

二

但

無
Ψ性

、

近

而
求

乏

相

亦

不
渉
有

、

四
妄

想

法

虚

無

読
レ塞

、

如

二夢

所

ツ見

心
外

無

レ法
、
五

眞

如

法
膿

寂

名
レ塞

、

膿

錐
昌眞

有

一離
レ相

離
γ性

故

読
レ室
臭

(
『
正
藏

』
第

三
十

八

雀

四
五
五
丁
)

ま
た

三
論

の
嘉

鮮

大

師

も

『
三
論

玄

義

』

に
左

の
如

く

四
種

の
相

違

を
認

め

て
居

る
。

雌

向

辮

昌
二
塞

一、

二

塞

不

レ同

、

略

明

畠四

種

一、

一
者

小

乗

析

レ法

明

レ塞

、

大

乗

本

性

塞

寂

、
二

者

小

乗

但

明

昌
三

界

内

人

法

二
塞

一、

塞

義

即

短

、

大

乗

明

昌三
界

内

外

人

法

並

塞

蝿、

塞

義

帥

長

、

三

者

小

乗

但

明
昌於

塞

一、

未

レ読
昌不
塞

一、

大

乗

明
レ塞

亦

辮
昌不
室

"、

故

浬

築

云

、

聲

聞

之

人
但

見

昌於

塞

一不
レ見

昌不
塞

一、

智

者

見

昌室

及

以

不
塞

一、

塞

者

一
切

生

死

、

不
塞

者

謂

大

浬

桀

、

四

者

小

乗

名

爲

昌但

塞

一、

謂

但

住

昌於

塞

噺、
菩

薩

名

昌不
可

得

塞

一、

塞

亦

不

可

得

也

、

故

知

錐
レ明

L
一
塞

一、

塞

義

有

レ異

、

故

分

昌大

小

"、

格

L
優
降

一
(
『
正
藏

』
第

四

十

五

巻

四
丁
)

巳

上

の

二
文

に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
と

、

『
維

摩

纏

義

記
』

の
読

は

、

第

一
は
毘

曇

の
有

、

第

二
は

成

實

の
塞

、

第

三
は

相

無

性

、

第

四

は
生

無

性

、

第

五

は
勝

義

無

性

で
、

前

の

二
は

小

乗

の
室

、

後

の

三

は
大

乗

唯

識

の

三
無

性

に
當

つ
て
居

る
。

ま

た

『
三
論

玄

義
』

の
読

は
良

く
大

小

二
乗

の
塞

を

到

別

し

て
、

そ

の
意

義

を

明

瞭

を

読

明

し

て

居

る
が

、

要

す

る

に
小

乗

に
於

け

る
塞

は

塞

を

説

い

て
も

、

そ

の
塞

が

徹

底

し

て
居

ら

な

い
。

唯

だ

因

縁

生

を

立
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脚

地

と

し

て

の
塞

で
あ

る
が

、

大

乗

の
塞

は

徹

底

的

に
塞

も

亦

塞
な

り

と

云

び

、

畢

竜

塞

無

所

得

の
眞

理

を

顯

は

す

と

云

ふ

に
あ

る

の

で
、

そ

の
眞

理

は

寧

ろ

妙

有

と

云

ふ

べ
き

も

の
、

一
切

諸

法

の
眞

實

相

を
顯

現

し

た

と

こ

ろ

の
も

の

で
あ

る
。

故

に
般

若

の
空

は

塞

に
し

て

一
面

大

い

に
有

の
實

在

を

肯

定

す

る
も

の

で
あ

る
と

云

ふ

こ
と

に
注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。
龍

樹

菩

薩

の

『
大

智

度

論

』

に
於

て
も

、
到

る
しと

こ
ろ

に
般

若

は

諸

法
實

相

で
あ

る
と

云

ふ

て
、

般

若

帥

實

相

、

實

相

帥

般

若

の
實

義

を
肯

定

し

て
居

ら

る

、
。

今

明

昌般

若

波

羅

蜜

腱

]、

何

等

是

般

若

波

羅

蜜

、

般

若

波

羅

蜜

者

、

是

一
切

諸

法

實

相

、

不
レ可
レ破

不
レ可
レ壊

、

若

有

佛

若

無

佛

、

常

住

諸

法

相

法

住

(
『
正
藏

」
第

三
十

二
巻

三
七
〇
丁
)

有

佛

無

佛

諸

法

性

常

住

、

世

間

諸

法

性

者

、

即

是

諸

法
實

相

、

諸

法

實

相

者

、

帥

是

般

若

波

羅

蜜

多

(
『
正
藏
』
第

三

+

二
巻

五
=
ハ
丁
)

一
切

法
皆

無

二定

異

相

一、

如

下果

不
レ離

レ因

、

因

不
レ離

レ果

、

有

爲

法

不
レ離

ゴ無

爲

法

一、

無

爲

法

不
レ離

昌有

爲

法

囎、
般

若

波

羅

蜜

不
レ離

昌
一
切

法

一、

一
切

法

不
レ離

昌般

若

波

羅

蜜

一、

一
切

法

實

相

帥

是

般

若

波

羅

蜜

故

(
『
正
藏
』
第

三
十

二

巻

五
二
〇
丁
)

こ

れ

に
類

す

る
論

文

は

『
大

智

度

論

』

の
到

る
と

こ

ろ

に
見

ら

る

、
の

で
、

有

も

塞

な

り

、

塞

も

塞

な

り

、

即

ち

非

有

非

塞

の
中

道

の
實

義

を

詮

顯

す

る

の
が

般

若

で
あ

る
と

云

は

れ

て
居

る
。

'

復

次

常

是

一
邊

、

断

滅

是

一
邊

、

離

亮

二
邊

一行
昌中

道

一、

是

爲

般

若

波

羅

蜜

[、

叉
復

常

無

常

、

苦

樂

塞

、

實

我

濤

若

の
空

を

諦
じ

て
輝

宗

の
般

若
観

に
及

ぶ

(
一
七

)
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般

若

の
空

を

論

じ

て
暉

宗

の
般

若
観

に
及

ぶ

(
一
八

)

,

無

我

等

亦

如

レ是

(
『
正
藏

』
第

三
十

二
巻

三
七
〇
丁
)

か

く

云

へ
ば

般

若

は

塞

の

一
邊

を

力

説

す

る
も

の

に
あ

ら

す

し

て
、

寧

ろ

有

を

力

読

し

、

中

滋

實

相

の
妙

諦

を

詮

顯

す

る
と

云

ふ

の
が

、

般

若

の
般

若

た

る

べ
き

量
ハ實

の
意

義

の
や

う

に
思

ふ
。

故

に
般

若

は

清

極

的

意

義

に
あ

ら

す

し

て
、

積

極

的
意

義

を

高

調

せ
ん
が

爲

め

に
、

萬

事

を

否

定

し

去

る

の

み

で
あ

る
。

帥

ち

般

若

の
塞

は

妙
有

の
爲

め

の
塞

に
過

ぎ

な

い

の

で
、

そ

の
眞

實

の
意

義

は

妙

有

を

肯

定

す

る
と

云

ふ
と

こ
ろ

に
存

す

る
と

思

は

ね

ば

な

ら

ぬ
。

し

か

し

此

腱

に
亦

、

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

の
は

、

般

若

は

中

道

を

顯

は

し

、

諸

法
實

相

を

説

く

の
が

圭

で
あ

る

け

れ

ど

も

、

そ

の
中

道

と

か
、

諸

法

實

相

と

か

を

詮

顯

す

る

に
は

、

先

づ
第

一
に
清

極

的

に

一
切

諸

法

を

否

定

す

る
と

云

ふ
態

度

を

取

つ

て
、

眞

塞

を

説

き

、

破

邪

を

力

読

し

、

吾

人

一
切

の
迷

妄

を

去

ら

し

め

ん

と

す

る
と

云

ふ

の

が

、

常

に
般

若

の
纏

典

に
於

け

る
読

相

の

や

う

に
思

み
。

帥

ち

眞

室

さ

へ
磯

揮

し

、

破

邪

さ

へ
高

調

し

、

吾

人

一
切

の
迷

妄

さ

へ
除

去

す

れ

ば

、

そ

こ

に
其

の

反
面

た

る
妙

有

は

顯

は

れ

、

顯

正

は

開

展

せ
ら

れ

、

自

然

に

一
切

諸

法

の

實

相

そ

の
儘

を

膿

験

し

、

萬

事

に
無

功

用

に
接

化

度

生

の
行

願

も

果

す

こ
と

が

出

來

る
と
認

め

て
居

る

の

で
、

前

者

、

と

後

者

と

の
關

係

は
素

よ

り
離

す

こ
と

の
出

來

な

い
も

の

で
あ

る

か

ら

、
般

若

は
前

者

を

大

い

に
説

い

て
、

後

者

は

自

然

に
顯

は

れ

來

る

反
面

の
眞

理

と

し

て
左

程

に
読

か

な

い

の

で
あ

る
。

こ

れ

に
就

て
は

、

素

よ

り

般

若

は
智

的

の
も

の

で

あ

る
。

置
ハ實

に
塞

智

を

得

て
か

ら

後

に
、

そ

の
妙

用

が

顯

は

れ

、

度

生

の
行

願

も

果

す

こ
と

が

出

來

る
と

云

ふ

の

で
あ

る
か

ら

、

そ

の
室

智

を

設

く

の

に
全

力

を

注

い
だ

も

の

で
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あ

ら

う

。

故

に

『
大

品

般

若
」

に
於

て
も

『
大

智

度

論

』

に
於

て
も

、
前

の

六
十

六
品

は

般

若

遣

と

云
び

、

般

若

の

塞

智

を

示

し

、

後

の

二
十

四

品

は

方

便

滋

と

云

ひ

、

般

若

の
纒

和

倶

含

羅

。
帥

ち

方

便

勝

智

を

説

い

て
居

る
。

而

し

て

此

の
般

若

道

と

方

便

道

と

は

、

般

若

の
空

智

と
有

智

と

に
當

り
、

或

は

正
膿

智

、

後

得

智

と

云

ひ

、

或

は
實

智

、

権

智

と

云

ひ

、

或

は

眞

智

と

假

智

、

慧

と

方

便

等

と

云

ふ
名

も

あ

る

が

、

そ

の
中

、
前

者

を

廣

説

し

て
後

者

を

略

説

し

た
鮎

に
大

に
注

意

し

て
見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
と

思

ふ
。

七

街

ほ

此

の
般

若

の
塞

に
就

て
小
乗

の
塞

は
偏

塞

で
あ

り

、
自

己
的

に
隔

る

の

で
あ

る
が

、

大
乗

の
塞

は

自

己

的

で

は

な

い
。

利

他
を

圭

と

す

る

の

で
あ

る
が

、
利

他

の
前

に
は

先

づ

吾

人

自
ら

が

迷
妄

邪

見

に
纒

縛

さ

れ

て
居

て
は

、

到
底

そ

の
行

願

を

果

す

こ
と

は

出

來

な

い

の

で
、
智

的

の
般

若

観

を

明

す

の

で

あ

る
。

故

に
般

若

は
常

に
云

ふ
如

く
、

吾
人

の
迷
妄

邪

見

を

一
掃
す

る
大
智

で
あ

つ
て
、

そ

の
大

智

は
決

し

て
他

に
あ

る

べ
き
も

の

で
は
な

い
。

素

よ

り

吾

人
本

具

の
眞

實

智

で
あ

る
か

ら

、

そ

の
眞
實

智

を

其

儘

顯

現

し

さ

へ
す

れ

ば

、

眞

實

智

と

一
切
萬

境

と

の
中

間

を
遮

る
迷
妄

邪

見

と

云

ふ
吾

人

の
色

眼
鏡

は
除

去

せ
ら

れ

、

一
切
萬

境

の
眞

實

相

を
直

観

す

る

こ
と

が
出

來

る

の

で

あ

る
Q

か

く

云

へ
ば

、
般

若

の
室

は
決

し

て

一
切
萬

境

を

否

定

す

る
も

の

で
は

な

い
。

萬

境

の
其

儘

を
直

観

す

る
と

云

ふ

の
で
、

圭

観

の
智

と
客

観

の
境
と

が

一
燈

と

な

り

、

圭

槻

の
観

照

般

若

が
其

の
儘

、
客

観

の
實

相

般

若

の
全
膿

と
な

般

若

の
空

を
論

じ

て
繹
宗

の
般

若
翻

に
及

ぶ

(
一
九

)



般
若

の
空

を
論

じ

て
輝
宗

の
般
若
襯

に
及

ぶ

(
二
〇

)

り

、

諸

法
實

相

を

観

照

す

る
能

観

の
智

が

其

の
儘

、

般

若

の
翼

實

智

と

な

る

の

で
、

此

庭

を

般

若

.即
實

相

、
實

相

即

般

若

と

云

ひ

、

相

封

差

別

の

一
切

を

蕩

蓋

し

て
、

智

慧

の
儘

が
慈

悲

と

な

り

、

自

謹

の
儘

が

化

他

と

顯

は

れ

、

量
ハ塞

の
全
膿

が

躍

如

と

し

て
妙

有

と

其

の
位

置

を

換

へ
、

決

し

て

二
分

す

べ
き

も

の

で
は

な

い
。

即

ち

自

と

他

と

分

別

す

べ
き

も

の

で
も

な

く
、

一
切

の
分

別

相

封

を

一
掃

し

て
本

來

無

一
物

と

な

り

、
自

の
自

と

す

べ
き

な

く

、

他

の
他

と

す

べ
き

な

く
、
渾

身

一
如

、

法
界

と
融

即

し

た

と

こ
ろ

が

自
謹

の
智

で
あ

り

、

任

蓮

無

功

用

に
共

の
物

く

に
鷹

じ

て
抜
苦

與
樂

す

る
と

こ
ろ
が

化
他

の
悲

で
あ

る
と

思

ふ
。

故

に

『
大
智
度
論
』

第

二
十

七

に
も

「
塞

是

十

方
諸
佛

深

奥

之
藏
」

と

云
ひ
、

或

は

第

七
十

四

に

「
此

塞

是

得
道

塞

、

非

但

口
読

一、

是

故
言

深
」

と

云
は

れ

て
居

る
が
如

き

は
大

に
味

ふ

べ
き

こ
と

～
信

す

る
。

殊

に
此

の
龍

…樹

の
思

想

は
、

塞

理
と
實

相

と

、

更

に
中

遣

と

を

以

て
其

の
根

幹

と

し

て
居

る

こ
と

は

明
瞭

で
、

彼

れ

の
著

述

の
何

れ

に
も

顯

は

れ

て
居

る
思

想

で
あ

る
が

、

そ

の
中

、

『
大
智

度

論

』

は

塞

理

と
實

相

と

を

明

し

、

『
中

観

論

』

に
至

つ
て
は
特

に
中

道

を

高

調

し

て
居

る

や

う

に
思

は

る

、
が

、

こ
れ

が

支

那

に
入
り

て
は

三
論

宗

と

も
な

り

天
台

宗

と
も

な

り

、

ま

た
華

嚴

宗

に
も

堕呉
言

宗

に
も
な

り

、
ま

た
我

が
暉

宗

と

も

な

つ
て
「
此
塞

是

得

道

塞

、

非

こ

但

口
説

」
と

云

ふ
語

を
實

際

に
顯

は

し
、

般

若

の
塞
智

を

悟

つ
て
、

日
常

茶

飯

事

に
も
念

々
般

若

を

味

得

す

る
と

云

ふ
に

至

つ
た

の

で
は
な

か
ら

う

か
。

予

輩
・は
尚

ほ

此

の
般

若

に
就

て
、
最

も

般

若

の
眞

意

義

に
鯛

れ

、
般

若

を

祀

述

し

た

三
論

宗

の
敏

義

を

説

き

、
嘉

20



鮮

大
師

の
般

若
観

を

批

評

し

、
更

に
天
台

宗

の
中

道
實

相
論

へ
も

論

及

し

て
見

た

い
と

思

つ
た

の

で
あ

る
が

、

そ

れ

は
寧

ろ

般
若

の
敏

理

的

登

達

で
あ

つ
て
、
般

若

本

來

の
意

義

は
既

に
説

き
審

し

た

こ
と

で
あ

る
か
ら

、
最

後

に
唯

だ

一
言

、

我

が
灘

宗

の
般

若

観

は
如

何

に
説

明

せ
ら

る

～
も

の
か

、
簡

輩

で
は
あ

る
け
れ

ど

も

巳

下
少

し
く
論

じ

て
置

き

た

い

と

思

ふ
。

輝

宗

の
般

若
観

は
素

よ

り

支

那

に
登

達

し

た

も

の

で
、

そ

の
源

は

三
論

宗

の
敏

義

に
あ

る

こ
と

は

否

め
な

い
事
實

で
あ

る
。

羅

什
門

下

の
道

生

、
僧
肇

の
如

き

思

想

は
大

に
暉

味

を
含

ん

だ

も

の

で
、
殊

に
僧
肇

の
書

い
た
『
寳

藏
論

』

『
肇

論

』
の
如

き

は
般

若

を

高

調

し

、

そ

の
思

想
内

容

は

全

く
般

若

と

一
致

し

て
居

る
と

云

ふ

べ
き

で
あ

る
。

そ

れ

よ

b

巳
後

、

こ

の
思

想

を
繊

承

し

て
、
或

は
暉

観

を

修

す

る
も

の
、

或

は

『
維

摩
』

『
携

伽
』
等

を
講

説
す

る
も

の
も

あ

つ
た

の

で
あ

る
が

、

特

に
『
般

若
』
を

以

て
我

が
灘

宗

の
祀

師

が

用

ひ

た

と

云

ふ

の
は
五
租

六
租

の
時
代

で
あ

つ
て
、

殊

に
六

租

恵

能

大
師

は

『
金

剛

般

若

経
』

の

一
句

に
依

つ
て
開

悟

し

、
般

若

と

暉

宗

と

を
結

び
付

け

た

と

云

ふ
黙

は

非

常

に
有
名

で
あ
,る
。

こ

の
事

に
關

し

て
は
既

に
予
輩

の
論

じ

た

と

こ

ろ

で
、
今

こ

、
に
之

れ

を

再
論

す

る

こ
と

は
避

け

る
が

、

要

す

る

に
六
祀

大
師

の
般
若

観

は

『
六
祀

壇

纒
』

全
艦

を

通

じ

て
見

な

け
れ

ば

な

ら

ぬ
け

れ

ど

も

、

特

に

「
般

若

第

一
〔

に

於

て
良

く
般
若

の
思

想

が
磯
揮

さ

れ

て
居

る
や

う

に
思

ふ
。

故

に
其

の
中

の

二

三
を

引

用

し

て
見

や
う

。

般

若

是

智

慧

也

、

一
切

腱

所

、

一
切

時
中

、

念

念

不
レ愚

、
常

行
甲智

慧

一、
帥

是
般

若

行

、

一
念

愚
即
般

若

絶

、

一

般

若

の
空

を
論

じ

て
膵

宗

の
般
㌫
后
観

に
及

ぶ

(
二

一
)

●
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般

若

の
窒

を
論

じ

て
灘
宗

の
般

若
槻

に
及

ぶ

(
ニ

ニ
)

念

智

即

般

若

生

、

世

人

愚

迷

不

レ見

般

若

一、
口

説

昌般

若

'心

中

常

愚

、

自

言

三我

修

二般

若

一、

念

念

説

レ塞

不
レ識

も
具
室

一、

般

若

無

昌形

相

一、

智

慧

心

即

是

、

若

作

噌如

レ是

解

、

即

名

般

若

智

一
(
『
正

藏

』
第

四

十

五

巻

三
五
〇
丁
)

・

我

此

法

門

從

二

般

若

一生

昌八

萬

四

千

智

慧

'、

何

以

故

、

爲

三世

人

有

昌八

萬

四

千

塵

勢

"、
若

無

緬塵

勢

一、

智

慧

常

現

不

レ離

昌自

性

一、

悟

昌此

法

一者

帥

是

無

念

、

無

憶

無

着

不

γ起

二読

妄

用

一、

自

昌眞

如

性

一以

智

慧

一観

照

、

於

二

切

法

一不

レ取

.
不
レ捨

、

即

是

見

性

成

佛

道

(
『
正
藏

』
第

四

十

五

巻

三
五
〇
丁
)

こ

の

二

文

に
依

つ

て

六
祀

大

師

の
般

若

観

を

充

分

に
窺

ふ

こ

と

が

出

來

る

が

、

般

若

は

自

性

本

具

の
智

慧

を

云

び

、

こ

の
智

慧

が

顯

は

る

れ

楚

一
切

の
妄

念

は

一
刹

那

に
滅

す

る

の

で

、

こ

の
庭

を

無

念

と

云

ひ

、

無

着

と

云

ひ

、

見

性

成

佛

と

云

ふ

た

ま

で

ゴ
、

本

來

具

足

す

る

自

性

般

若

の
徳

を

顯

は

し

さ

へ

す

れ

ば

、

そ

れ

を

般

若

の
行

と

云

ひ

、

念

念

智

に
し

て
内

外

明

徹

、

よ

く

自

の
本

心

が

顯

は

る

》

の
を

般

若

三

昧

と

云

ふ

た

も

の

で
あ

る

。

か

く

六

祀

大

師

の
般

若

観

は
簡

輩

明

瞭

で
あ

つ

て
、

且

性

を

顯

現

す

る

と

云

ふ

こ

と

が

圭

で
あ

る

。

故

に
般

若

を

最

奪

最

上

最

第

一
と

し

て
居

ら

る

～

の

は

、

こ

れ

偏

へ
に
實

際

に
顯

現

す

る

と

云

ふ
と

こ

ろ

に
あ

る

の

で

、

唯

だ

徒

に

口

に

の

み

云

ふ

て

心

に
之

れ

を

行

せ
ず

ば

、

何

等

の
憤

値

も

な

い

こ

と

に
な

る
。

世

人

、

絡

日

口

念

不
レ識

昌自

性

一、

猫

呂如

諦

レ食

不
τ飽

、

口
但

説
レ塞

萬

劫

不
レ得

昌見

性

一、

絡

無

レ有

レ盆

、

善

知

識

、

摩

詞

般

若

波

羅

蜜

是

梵

語

、

此

言

二大

智

慧

到

彼

岸

一、

此

須

昌心

行

一、

不
レ在

昌口

念

」、

口
念

心

不
レ行

、

如

レ幻

如

レ化

、

如

レ露

如

レ電

、

口
念

心
行

、

.即

心

口
相

慮

、

本

性

是

佛

、

離

レ性

無

昌別

佛

一
(
『
正

藏

』
第

四

十

五

巻

三
五
〇
丁
)
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八

六
粗

大
師

の
般

若

観

は

飴

り

に
も
有

名

で
あ

る
が

、

そ

れ

已
後

の
祀

師

は
皆

こ

の
『
金
剛

般

若
』
を

以

て
思

想

の
根

幹

と
な

し
、

そ

の
思

想

の
表

現

に
は
種

々
な

る
相

違

が
あ

る

に
し

て
も

、
審

く
が
般

若

の
思

想

を

出

登

黙

と

し

て
、

無

念

爲

宗

と

云
ひ

、

無

住
爲

本

と

云
ひ

、
無

相

爲

膿

と

云

ひ

、

供

に
『
金

剛
般

若
』
に
關

係
あ

る
思

想
内

容

で
あ

る
。

即

ち

『
金

嗣
般

若
』

の
中

心

思

想

は

、
須
菩

提

が
繹
奪

に
請

問

せ

る

「
云
何
鷹

住

、

云
何

修

行

、

云

何
振
伏

共

心
」

の

三
句

に
封

す

る
御

読

法

で
あ

つ
て
、

無

住

に
し

て
佳

す

る
と

云

ふ
こ
と

、
、

無

念

に
し

て
修

行

す

る
と

云

ふ
こ
と

、
、
無

相

の
當
膿

を
悟

れ

ば

、

そ

の
儘

一
切

の
迷

妄

邪

見

を
無

く
す

る
と

云

ふ

こ
と

～
、

こ

の

三
種

の
思

想
が

種

々

な

る
形

式

に
依

つ
て
表

現

さ
れ

て
居

る

の
に
過

ぎ

ぬ

の

で
あ

る
。

故

に
六
租

大
師

も

此

の

『
金

剛
般

若
』

に
依

つ
て

悟

入
し

、

「
無

念

爲

宗

、

無

相

爲

膿

、

無

住

爲

本
」

を

説

い
て
宗

旨

の
綱
領

と

せ
ら

れ

た

の

で
あ

ら

う
。

而

か
も

此

の

三
は

三

に
し

て

一
と

云

ふ
關

係

に
あ

る

の

で
、

そ

の
中

の

一
さ

へ
徹

底

す

れ

ば

、
素

よ

り

他

の

二
は

具

せ
ら

る

べ

き

も

の

で
あ

る
か
ら

、
畢

寛
す

る

に
六
租

大
師

の
見

性

成

佛

は

此

の
三
種

の
思

想

に
依

つ
て
表

現

せ
ら

れ

て
居

る
と

思

ふ

て
も
良

い
の

で
あ

る
。

こ

の
思

想

は
六
租

大
師

已
後

の
頑
師

の
思

想

に
大

に
徹
底

し

て
顯

は

れ
、

六
租

大
師

の
弟

子

の
荷

澤

の
紳

會

、
永

嘉

の
玄

畳

は

申

す

に
及
ば
す

、

五
耐

門

下

の

一
分

涙

た

る
無

相

、
無

住

の

二
灘
師

を

始

め
、

大
珠

の
『
頓

悟
要

門
論
」

黄

桀

の

『
傳

心
法
要
』

は
共

に
般

若

の
思

想

に
依

る
と

こ
ろ
が

多

い
と

云
は

ね
ば
な

ら

ぬ
。

殊

に
宋

巳
後

の
時
代

に

般

若

の
空

を

論

じ

て
輝
宗

の
軸取
若

観

に
及

ぶ

(
二
三
)
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般

若

の
空

を
論

じ

て
暉
宗

の
般
若
観

に
及

ぶ

(
二
四
)

入

り

て
は

『
金

剛
般

若
』

の
註

繹

書

極

め

て
多

く
、

そ

の
般

若

に
…封
す

る
註

繹

は
皆

、

同

じ

く

自
性

本
具

の
智

を

云

ひ

、

吾

人

本

具

の
心
性

と

云

ふ

て
居

る
。

そ

の
重

な

る
要

文

を
墨

げ

る
な

ら

ば

、

火

不

レ能

レ焼

、

水

不
レ能

レ溺

、

風

不
レ能

レ瓢

、

刀

不

レ能

レ壁

、

軟

似

兜̀

羅

一、

硬

卯

鐡

壁

、

天

上

人

間

、

古

今

不

識

。

(
『
川

老

金
剛

経
」
中

七
丁
)

般

若

梵

語

、

此

云

昌智

慧

一、
其

膿

即

實

相

、

錐

レ流

昌轄

六

趣

一而

不

レ損

、

猫

昌金

剛

之

堅

一也

、

其

用

即

観

照

、

能

照

・破

一
切

而

不
レ留

、

猶

昌金

剛

之

利

一也

(
元

賢

『
金

剛

略

疏

』
初
丁
)

般

若

智

慧

、

本

來

具

足

、

無

レ所

欠̀

少

一、
只
令

下自

悟
穿
心

源

廣

大

、

智

慧

清

浄

、

和

合

無

二
、

本

來

具

足

、

無

渉
所

二

分

別

也̀

(
恵

忠

等
『
三
註

般

若

心
経

』
初
丁
)

此
般

若

心

、

人

人

本

具

、

読

昌此
経

'者

、

欲
レ令

下衆

生

断

昌除

妄

心
,、

顯
中螢

本

性
占也

(
宗

等

『
心
経

註

解

』
初
丁
)

こ

れ

等

は

僅

か

に
其

の

こ

三

の

み
を

列

墨

し

た

の

で
あ

る
が

、

要

す

る

に
般

若

は
自

性

の
全

膿

で
あ

る
。

衆

生

素

よ

り

之

れ

を

具

す

と

錐

も

、

迷

妄

邪

見

の
爲

め

に
覆

ふ

て
居

る

か

ら

、

之

れ

を

取

り

去

つ
て
、

本

具

の
般

若

を

顯

現

せ

よ

と

云

ふ

の

で
あ

る
。

而

し

て
般

若

と

云

へ
ば

非

常

に

六

ケ
敷

く

思

ふ
人

も

あ

る

で
あ

ら

う
が

、
畢

覧

す

る

に
吾

人

本

具

の
佛

性

で
あ

る
。

大

経

云

、

佛

性

者

有

昌五

種

名

一、

亦

名

般

若

一、

亦

名

昌師

子

吼

一、

亦

名

昌首

樗

嚴

一、
亦

名

嚇金

剛

一、

佛

性

等

帥

是

定

慧

具

足

之
名

也

(
『
観
音

玄
義
』
記
會

本

ニ
ニ
四
丁
)
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さ
れ

ば

吾

人

は

本

具

の
佛

性

全
膿

を

顯

現

し

て
仕
舞

へ
ば

良

い

の

で
あ

る
が

、

そ

れ

を

迷

妄

邪

見

の
我

心

に

て
覆

ひ

隙

し

、

本

來

の
妙

用

を

纒

縛

す

る

の

で
あ

る
。

故

に
大

畳

大

師

も
『
注

心
経
』
に
般

若

を

注

し

て
、

般

若

者

梵

語

、

此

日
昌智

慧

一、

逐
昌諸

境

界

一、

心

背
レ置
ハ故

、

不
レ知
昌無

我

一、

我

'即

愚
療

全
膿

也

、

離

二愚
療

一謂
レ智

、

有

輔】其

方

便

一謂
レ慧

、
智

者

慧

之
艦

、

慧

者
智

之

用

也

、

衆

生

本

來

具

足

奥

(
『
注

心
経

』
=〒

)

と

云

ひ

、

更

に
微

細

に
東

嶺

灘

師

は
諸

佛

圓

融

の
般

若

、

衆

生

覆

障

の
般

若

、

菩

薩

修

謹

の
般

若

と

云

ふ

三
義

を
墨

げ

て
説

明

せ
ら

れ

、

自

隙

灘

師

は

共

等

一
切

の
読

明

を

離

れ

て
般

若

を

暴

揚

し

、

「
南

村

北

村

雨

一
黎

、
新

婦

餉

レ姑

翁

哺
レ見
」
と

垂

語

せ
ら

れ

て
居

る
な

ど

大

に
味

ふ

べ
き

こ
と

、
思

ふ
。

か

く

の
如

く
灘

宗

の
般

若

観

は

、
般

若

の
文

字

を

説

明

す

る
も

の

で
は

な

い
。

般

若

を
實

際

に
味

ふ
と

云

ふ
と

こ

ろ

に
灘

宗

の
宗

旨

が

あ

る
繹

で
、
所

謂

教

相

家

の

ゴ

テ
く

と

法
相

を

矢

釜

し

く

云

ふ

て
、

そ

の
眞

實

に
は
鯛

れ
な

い
と

云

ふ
や

う
な

態
度

は
嫌

ふ
の

で
あ

る
。

即

ち
暉

宗

と

云

ふ
宗

旨

は

元

來
が
簡

明
直

裁

を
奪

ん

で
居

る
。

故

に
此

の
簡

明

直

戴

と

云

ふ
黙

に
於

て
は
般

若

の
右

に
出

つ

る
輕

典

は
な

い

の

で
あ

る
か

ら

、

こ

の
般

若

の
経

典

を

以

て
助

道

品

と

な

し
、

そ

の
読

か

る

～
塞
観

を

以

て
如

實

に
膿

験

す

る
と

云

ふ
の
が

目

的

で
、

眞

に
自

己
本

具

の
心
源

を
究

め
、

我

法

二
塞

の
正
眼

を

舘

開

し
、

観

照

通

達

し

て
無

磯

自
在

、
墨

足

下

足
、

置
ハ
の

一
法
を

も

立
す

る
底

を

見

す

、

絡

日
説

い
て
未

だ

曾

て
説

か
す

、

終

日
行

じ

て
未

だ
曾

て
行

じ

な

い
と

云

ふ
般

若

三
昧

を
叢

得

す

る

に
あ

る

の
み

で

あ

る
。

、

(
昭
和

十
年

十

月

二
十

五

日
稿

)

般

若

の
空

を
論

じ

て
輝
宗

の
般

若
槻

に
及

ぶ

(
二
五
)
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